近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１８クール日報（４月１日～４月７日）
	報告日
天気
	４月２日（火）
曇り
（気温：１６度３度）
	報告者
	兵庫県社協　安並
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１７クール：冨田、藤井（直）、丸山、小林、坂本、西田、渡邉、松尾、藤井（智）、
藤本、吉田、森下
近ブロ１８クール：小島、山口、仲川、長三、宗重、池辺、田畠、長谷部、野口、福田、安並

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:30 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:00 本部で活動者報告受付
15:00 ボランティア　最初のグループ終了・見送り
16:00 ボランティア　最後のグループ終了・見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
和倉温泉運動公園駐車場（ヨットハーバー）の初日


	
	17:30 終礼
18:30 明日の準備（オリエンテーション座席、配布資料準備）
19:00 活動終了

	報告事項

	・近ブロ17→18クールへ引継ぎ。
・待ち時間もなく、スムーズに誘導し、活動も怪我なく実施できた。
●VCの状況［V135名（テント村87名、県V37名、運転11名）
　現地調査24件（うち一般21件、現場系0件、キャンセル3件）
　ニーズ対応35件（うち完了32件、継続3件）］
　ニーズ残542件
●マッチング担当（4/3～以下のとおりとする）
・オリ資料、ゴミ出しルール、仮仮受け入れ不可リスト等とセットで椅子（Ｖへ）に配布。
・Ｖがオリエンを待っている間、オリエン動画をモニターで観れるようにする。
（テント村にも映像を渡しているが、事前に見せるようになっていないとのこと）

●資材担当
・ビブスの使用枚数等の総数を確認（F110、ＸＸＬ40、うちＦ枚23、ＸＸＬ17洗濯　全150）
・その他、トイレの掃除などもVと行ってくれた。

●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター5名、丸亀3名、近ブロ4名の4班構成で実施。
　現地調査については、3名1組（運転手、ナビ、キントーン）で現調体制を検討中。

●仮仮置き場担当
・V27人
・和倉温泉運動公園駐車場（4月2～5日予定）※トイレ、待機部屋確保


	今後の主な予定
	●明日4/3（水)の動き
・V155名程度で活動予定

	調整課題・所感等
	・仮仮置き場でタンスの中に入っていた新聞紙（湿気取り）数枚を返されたとVから苦情あり
（被災者宅の活動先で仕分けできたら、仮仮は不要ではないかとの意見が根底にあり）
・仮仮置き場（和倉温泉運動公園駐車場）の初日で、トイレや雨風除けとして待機室を借りることができ、鍵は、和倉温泉おまつり会館で受け渡しが必用。（トイレは都度、要清掃）
・仮仮にガラス破片等が入った段ボールの持ち込みがあったが、土嚢袋やタンスの引き出し、一斗缶等へ入れてもらうよう徹底する。
・ボラ保険に昨年度加入していた方が、今年度最初の活動において保険加入済で申告している方がいたため、修正が必要。また、継続して掲示や受付時に注意を呼びかける。


	その他
	・今回のクールは、人数が11名体制のため、15件に抑えながら、一方で現地調査は体制の検討含め、注力していく。
・能登島全域、中島地区（西岸、豊川、熊木）については、被害規模に対してニーズが少ないため、ローラー作戦の打ち合わせ実施。（午前中活動が終わったVと午後からチラシ配布）
早ければ、4月7日（日）（予定）から２～３週間程度でチラシを全戸配布予定。（七尾市社協、支援Pで原案作成予定）
※Vとの随行は、ふれあい支援センターのスタッフや民生委員を想定して調整していく。





